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令和７年度定時総会を開催/事業計画等全議案を可決

大井川県知事らがかけつけ盛大に緑化懇談会を挙行　

県土木部3課と意見交換会を開く/公園事業や街路樹の剪定について

日本造園学会の100周年記念大会に参加

樹木剪定講習会開く/名工の指導で技術研さん
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災害時に備え防災訓練を実施/茨城県と協力体制を強化

薬剤の適正使用講習会を開催/労働力とリスク軽減

大洗公園サポーター活動に73名が参加

鹿島神宮線「道路里親ボランティア活動」

県北・鹿行支部が都市緑化フェスティバルに参加
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　議事では、令和６年度の事業報告と収支決算、役

員の選任を審議したほか、令和７年度の事業計画

並びに収支予算についても報告されました。

　続いて令和６年度に表彰を受けた会員として、

つくば都市緑化㈱の柴崎茂雄氏（令和６年度都市

緑化功労者国土交通大臣感謝状）、㈲古平園の古平

貞夫氏（全国技能士会連合会会長表彰、卓越した技

能者の厚生労働大臣表彰（現代の名工））、橋本造園

土木㈱の橋本純一氏（県功績者表彰）を紹介、受賞

に輝いた皆様の功績をたたえました。

　また、新入会員として㈲相馬グリーン（常総市内

守谷町２５５１－１、大内新太郎代表取締役）が紹

介され、大内代表取締役があいさつされました。

　茨造協は５月28日に開かれました定時総会の

終了後、水戸プラザホテルにて令和７年度緑化

懇談会を挙行しました。来賓には大井川和彦県

知事や海野透自由民主党県支部連合会長、田所

嘉徳衆議院議員、稲見真二県企業局長、和賀正光

県土木部長、矢内勝浩県都市局長ら多数の来賓

が参集し親睦を深めました。

　冒頭に水庭会長があいさつした後、来賓祝辞

では同会名誉顧問の大井川知事が「日ごろより

造園技術の魅力発信や人材育成、都市緑化の普

及啓発にご協力いただき感謝申し上げる。また、

令和９年に開催される国際園芸博覧会において

も本県の出展の準備にお力添えをいただいてい

る」と感謝の言葉を寄せられました。さらに「激

動の時代を乗り越えるため、旺盛な観光需要の

取り込みに力を入れている。花は観光のコンテ

ンツとして非常に強力。皆さま方には引き続き

ご支援ご協力をお願いしたい」と挨拶を述べら

れました。

　また梶山弘志衆議院議員秘書の宇留野洋治氏

が梶山議員のメッセージをが代読。公共工事品

質確保に関する議員連盟の会長に就任したこと

に触れ「発注者、受注者の適正な関係を築き、担

い手確保、処遇改善や働き方改革、持続可能なイ

ンフラ整備を推進してまいる」と決意を表明さ

れました。

　海野自由民主党県支部連合会長は「資材高騰

や労働力確保など困難な状況にあるが、皆さま

にはしっかり利益を出していただき、仕事に邁

進していただきたい」と、会員企業に呼び掛けま

した。

　田所衆議院議員は「皆さまは地域の緑を守る

守護神。自然災害が頻発し、環境問題が重要な課

題であると言われる中、豊かな緑を守る皆さま

の役割はますます大きくなる」と、さらなる期待

を込め、あいさつされました。

　その後、猪瀬清次相談役の発声で乾杯。会場は

和やかな雰囲気のなか、親睦を深めました。

会員協力のもと事業量の拡大図る 大井川県知事はじめ多数のご来賓が参加

茨造協が盛大に緑化懇談会を挙行令和7年度／茨造協 定時総会を開催
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大井川県知事 海野自民党県連会長 田所衆議院議員 梶山衆議院議員秘書  宇留野氏

　茨造協は５月28日、水戸プラザホテルで令和７

年度定時総会を開催しました。総会には委任状等

含め１１６社が出席し、令和６年度の事業報告や

収支決算など全議案を可決。新たな専務理事とし

て會澤英明氏が選任されました。

　水庭会長は「われわれ造園業は緑を重点とした

業界。緑は風景をつくり、季節をつくる。働き方改

革など課題は多いが、会員一同団結して事業量の

拡大に努めてまいりたい」とあいさつ。

　来賓の鹿内秀樹県土

木部都市局都市整備課

長は「人口減少社会の中

で公園などインフラ整

備をいかに実施してい

くかという課題に対応

するため、Ｐａｒｋ－Ｐ

ＦＩなど民間活力の導

入を進めているところ。将来にわたって魅力ある

公園緑地づくりを行うには皆さまの豊富な経験、

実績とお力添えが不可欠」と祝辞を述べられまし

た。

鹿内県都市整備課長
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　茨造協は、茨城県土木部との意見交換会を開催

しました。８月５日に都市局都市整備課、18日に道

路維持課、28日に検査指導課と3日間に分け各担当

課と行われました。

　初日に開かれた都市施設課との意見交換会には

鹿内秀樹課長など幹部職員の出席のもと「令和7年

度公園事業及び予算状況」が県より報告されたほ

か、①公園工事に関すること②緑化フェスに関す

ること③国際園芸博覧会に関することについて質

疑しました。

　道路維持課では、杉山浩康課長をはじめとする

幹部５名が参加。「令和７年度道路維持管理事業（

街路樹剪定及び除草）並びに予算状況について説

明を頂いたのち、①街路樹剪定及び管理に関する

こと②道路除草（除草剤使用）に関すること③道路

植栽管理工事の一般競争入札に関することについ

て質疑しました。

　検査指導課とは、長山公信課長らが出席のもと

「令和7年度建設工事に関する留意点」が県より説明。

質疑では①総合評価について②工事管理・検査に

関することについて行われました。いずれの内容

も造園業にかかわる課題であり、解決策について

有意義な交換会となりました。

　茨造協の未来部会（関口隆一部会長）は５月17日、

東京大学安田講堂で開催された日本造園学会100

周年記念全国大会の公開シンポジウムに参加しま

した。

　当日は13時からの第１部と15時からの第２部と

に構成されて開かれ、第１部の基調講演ではブリ

ティッシュコロンビア大学の名誉教授セシル・コ

ナイネダイク氏を講師に招き、「都市のみどりを再

考する」と題して講演。クロストークは、「グリーン

と自然の発想で都市を再設計する」をテーマに、都

市・地域のあるべき姿と専門家の役割について議

論を深めました。

　続く第２部は、「ランドスケープを再考する－都

市・地域を変えるためにすべきこと－をテーマに

有識者によるパネルディスカッションが行われま

した。

　また、講堂内の回廊には様々な研究・事例発表も

展示されており、参加者全員で見学しました。

公園事業や街路樹剪定及び除草等について

県土木部3課と意見交換会を開催県土木部3課と意見交換会を開催

未来部会／「百の景の行く先 ランドスケープが都市・地域を変える」

日本造園学会の100周年記念全国大会に参加日本造園学会の100周年記念全国大会に参加

　茨造協は４月16日、技術と技能の研さんを図る

ため、県庁北側広場をお借りして樹木剪定講習会

を開催しました。参加した会員等約80人は、現代の

名工など熟練の技術者の指導を受け、剪定技術を

磨きました。

　開会式では永井剛人副会長が講師を務める現代

の名工を紹介した後、「長きにわたり技術の研さん

に努め、後進の指導育成にご尽力いただいている。

参加者の皆さまには講習会で技術や知識を大いに

学んでいただき、明日の仕事に役立て欲しい」とあ

いさつ。

　続いて鈴木英治県管財課長が「県庁舎の植栽は

周辺の方々の憩いの場となっており、休日には多

くの家族連れが訪れる。このような講習会を開催

していただくことは、われわれにとっても大変あ

りがたい。若い方々には是非技術を受け継いでい

ただき、さらに将来の技術者の方に伝承していた

だきたい」と述べられました。

　その後、講師を務める大平晶氏（㈱大平造園土木）、

古平貞夫氏（㈲古平園）、会沢仙氏（㈲会沢造園）、川

上嗣朗氏（㈱川上農場）、中庭大輔氏（㈱中庭造園土

木）、中村聡士氏（㈱千本杉）を紹介。

　シラカシ、ウメ、マツ、カイヅカ、寄植え刈込みな

どを対象に、剪定方法について学びました。

　大平氏は作業を見終えたあと、「お客様からお金

をいただく以上、細かい所に気を配って垢抜けた

仕事をしてほしい。勉強することは沢山ある。１日

ひとつ、何か新しいことを覚えるように意識して

ほしい」と総評を述べました。

　また、井坂秀夫技術委員長は「向上心を持った方

が沢山集まって下さったおかげでこの空間を劇的

に変えることができたと思う。安全第一でこれか

らも仕事に取り組んでほしい」と、期待を寄せまし

た。

参加約80人が技術と技能の研さん図る　
名工の指導で腕磨く／県庁にて樹木剪定講習会を開く

参加約80人が技術と技能の研さん図る　



災害時に備え防災訓練を実施災害時に備え防災訓練を実施

　茨造協は５月20日、茨城県土木部からの要請を

受け、「令和７年度防災訓練」に参加、災害時の連

絡網等による伝達確認を実施しました。

　防災訓練は、大規模災害により被災した公共土

木施設の応急復旧対策について、初期の迅速な対

応が極めて重要との認識のもと、都市公園施設に

おける被害情報の収集・伝達体制を確認するとと

もに、茨城県と茨造協との協力体制の強化を図る

ことを目的に実施しているものです。

　

 今回行われた訓練では、５月20日（火）午前9時頃

に発生した風水害被害を想定し、協会本部より各

公園のパトロール要請が発令されたのち、速やか

に各公園に集合、パトロールを開始しました。

　各公園の担当者においては、県の担当事務所並

びに協会本部に現状被害を報告しました。  　　

　参加した会員は各公園にて、今回新たに導入し

たWebexによる画像送信を実施し、一連の流れを

スマートフォンなどで確認しました。
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　茨造協は６月30日、県開発公社ビルで薬剤適正

使用講習会を開催しました。日産化学㈱、日産緑化

㈱の２社を講師として招き、除草剤や農薬につい

ての正しい理解、緑地管理に除草剤を使用してい

る事例などについて学びました。

　永井剛人副会長は「除草剤を使用することによ

って、労働力並びに飛び石等のリスクの軽減につ

ながると思っている。今日の講習会で、皆様には除

草剤の成分などについて正しい理解を深めていた

だき、効果的に使用していただきたい」とあいさつ。

　講習会は「世の中の雑草問題とその解決に向け

て」と題し、農薬や除草剤を使用する際に遵守すべ

きことや注意事項の解説、除草剤による雑草管理

の事例紹介など行われました。

　茨造協県北支部（永島利浩支部長）は６月30日、

県水戸土木事務所と県建設業協会水戸支部の合同

で、令和7年度現場担当技術者安全講習会を開催し

ました。約70人が参加し、除草工事などを行う際の

ポイントについて、ソフト・ハード両面から理解を

得ることができました。

　主な講習内容は、労働安全に衛生規則の改正（職

場での熱中症対策の強化）と除草工事における災

害防止等について。また、「刈払機による労働災害

を防ぐために～草刈り作業を安全に～」と題し、講

義も受けました。

労働力とリスクの軽減に繋ぐ災害発生時の連絡網による情報伝達

薬剤の適正使用講習開く

県北支部／安全講習で除草における災害防止学ぶ

　茨造協県北支部（永島利浩支部長）は７月２日、

県常陸大宮土木事務所と県建設業協会常陸大宮支

部との合同により、令和７年度現場担当技術者安

全講習会を開催しました。

　講習では、建設業の労働災害の現状と建設工事

における災害防止、時間外労働規制関係について

を聴講したほか、刈払い機の取扱いと整備の講習

を行いました。

県北支部／安全講習会で除草作業等の安全管理を学ぶ



　茨造協鹿行支部（大根久枝支部長）は、鹿島神宮

で９月に開催される「神幸祭」に向けて、関係団体

で一斉に行われる祭礼前の周辺道路美化活動に

先駆けて８月22日、25日、26日３日間にわたり、会

員18名が参加して県道鹿島神宮線の道路里親ボ

ランティアとして、街路樹クロガネモチの剪定作

業を実施しました。

　茨造協県西支部（森久仁子支部長）は９月26日、

境町で会員18社の協力を得て道路美化地域活動

を実施しました。

　作業に先立ち森支部長は「住民や観光客にとっ

て安らぎと潤いのある空間になるよう活動させ

ていただく。安全第一での作業をお願いしたい」

とあいさつ。

　県境工事事務所の兼澤公也所長は「日頃より道

路行政にご協力賜り感謝致します。今回の清掃活

動により道路を美しく安全に利用する機運が高

まることを祈念する」と述べられました。

　作業は４班に分かれて道路美化活動を開始。実

施場所は県道結城野田線の長井戸交差点から山

神町交差点までの区間。２ｔダンプ４台とパッカ

ー車１台を投入し、街路樹のヤゴ取りや下枝払い

を実施したほか、道路周辺のごみも丁寧に拾い集

めました。

　この活動は地域貢献活動の一環として毎年実

施しており、今回で９回目。今後も支部活動の一

環として道路美化を継続していく方針。

　

〈支部だより〉
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境町で9回目の道路美化活動境町で9回目の道路美化活動

除草やゴミ拾い、松林区画を巡視
大洗公園サポーター活動に73名が参加大洗公園サポーター活動に73名が参加

鹿行支部／街路樹クロガネモチを剪定
鹿島神宮線「道路里親ボランティア活動」鹿島神宮線「道路里親ボランティア活動」

　茨造協は７月９日、会員73名により大洗公園で

の公園サポーター活動として、松林の除草や清掃

ゴミ拾い等を実施しました。大勢の会員に参加協

力して頂き公園内もスッキリと景観も良くなり

ました。

　作業対象は活動実施区域および隣接するCafe 

styleいずみ茶寮裏側で、松林の除草やゴミ拾い、

巡視を行いました。刈草は搬出せずに現地で堆肥

化しました。

　サポーター活動は、茨造協の設立50周年を機に、

白砂清松の美しい大洗海岸の松林を再生しよう

と、令和４年２月から松林約１ha区画を対象に、

除草やゴミ拾い、剪定作業等をボランティア活動

として位置付け、恒例行事として行っております。

除草・清掃作業前 除草・清掃作業後

県西支部／会員協力のもと街路樹のヤゴ取り等に貢献

作業前 作業後
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鹿行支部／鹿島灘海浜公園にて苔玉作りなど体験

県北支部／大子広域公園でコニファー作り等実施

　茨造協県北支部は４月27日、国営ひたち海浜公

園で開かれた令和７年度都市緑化フェスティバル

に参加しました。今回も人気のチャレンジ・ザ・ガ

ーデニングをはじめ、多肉植物の寄せ植え体験、草

花クイズ大会、園芸相談コーナー、夏の草花寄せ植

え実演会、間伐材を利用したペンダントづくりを

行い、来場した多くの方々が楽しそうに挑戦して

いました。

　茨造協鹿行支部は６月1日、鹿島灘海浜公園で開

かれた都市緑化フェスティバルに参加協力し、苔

玉作りや花苗配布を行い多くの方々に花と緑の大

切さを理解していただける良いきっかけづくりが

できました。

　

　　

県北支部／ひたち海浜公園にて寄せ植え体験等実施

県北・鹿行支部で都市緑化フェスを開催

　当日は鉾田市合併20周年記念事業の「ほこた

メロンフェスティバル2025」の開催に合わせて

都市緑化フェスを行ったため、予想をはるかに

超える来場者でにぎわいました。

P11

　茨造協県北支部は９月７日、大子広域公園にお

いて開催された都市緑化フェスティバルに参加

しました。コニファー作りや葉っぱ当てクイズ、

モルックのほか風船配布、水鉄砲遊び、鉢植え配

布など盛り沢山のイベントを揃え、来場した家族

連れ等に緑の大切さをアピールすることができ

ました。



支部長　永島　利浩

支部長　大根　久枝

支部長　鈴木　武士

〈賛助会員〉
㈲相馬グリーン 常総市内守谷町2551-1 0297-44-8622


